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電子の波動関数を spinorであらわす。その時、一体の電子Hamiltonianは
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となる。このとき、off-diagonal elementsは意味を持たない。しかし電子
間相互作用を考慮すると意味を生じ、超伝導状態に対応する。site表示で
の SCF方程式は、対角部分が (unrestricted HF)
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この関係は、有効的な電子間相互作用が引力（＜０）でないと成り立た
ない：
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ところで
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だから、partial bond order qH
rs が負であることは、十分ありうる。これ

が有効電子間相互作用を引力にする。
こうして、phononを介しない、純電子論的な超伝道理論を得た。
この際、超伝導に寄与する ban幅は∼eVであるから、phononのDeby
振動数に比べて、100倍程度。高温超伝導の機構に十分なりうる。　
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